
令和６年度第２回 岡山県道路メンテナンス会議

  日時：令和７年３月２５日（火）

  １３：３０～１５：３０

  場所：岡山国道事務所３Ｆ会議室
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４．連絡調整
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役 職 ⽒ 名
会⻑ 国⼟交通省中国地⽅整備局 岡⼭国道事務所⻑ 樋⼝ 恒⼀郎 樋⼝ 恒⼀郎
副会⻑ 岡⼭県⼟⽊部 道路建設課⻑ ⽵内 毅 ⽵内 毅
副会⻑ 岡⼭県⼟⽊部 道路整備課⻑ 中⻄ 輝 中⻄ 輝
副会⻑ 岡⼭市都市整備局 道路港湾管理課⻑ ⼤⼭ 浩史 ⼤⼭ 浩史
副会⻑ 岡⼭市都市整備局 道路予防保全課⻑ 三好 浩三 三好 浩三
副会⻑ ⻄⽇本⾼速道路株式会社中国⽀社 岡⼭⾼速道路事務所⻑ ⼭⼝ 卓位 ⼭⼝ 卓位

本州四国連絡⾼速道路株式会社 坂出管理センター所⻑ ⽥村  正 ⽥村 正
倉敷市 ⼟⽊部⻑ 藤原 貢 （代理）⼟⽊課⻑ 荒⽊ 政治 web
津⼭市 都市建設部⻑ 松原 寿治 松原 寿治 web
⽟野市 建設部⻑ 熊沢 信之 （代理）主幹 星島 孝⼀朗 web

（随⾏）主任技師 安藤 嘉崇 web
（随⾏）技師 三宅 幸希 web

笠岡市 建設部⻑ 河⽥ 博之 河⽥ 博之 web
井原市 建設経済部⻑ 岡本 健治 （代理）建設経済部建設課⻑ 池⽥ 泰之 web
総社市 建設部⻑ 河⽥ 秀則 （代理）地域応援課⻑ 難波 昭彦 web
⾼梁市 ⼟⽊部⻑ 藤井 正宣 （代理）⼟⽊部次⻑兼建設課⻑ 川上 秀吉 web
新⾒市 建設部⻑ 伊藤 信明 （代理）建設課⻑ ⻄⼭ 優深 web
備前市 産業建設部⻑ 河井 健治 （代理）建設課⻑ 藤森 勝⼀ web
瀬⼾内市 産業建設部⻑ 岡 洋介 （代理）産業建設部参与 澳本 裕輔
⾚磐市 建設事業部⻑ 桐⾕ ⽂昭 桐⾕ ⽂昭
真庭市 建設部⻑ 美⽢ 則之 （代理）主査 ⼩林 佑樹 web
美作市 都市整備部⻑ 森元 浩之 （代理）建設課⻑ ⼩渕 ⼀成 web
浅⼝市 産業建設部⻑ 倉⽥ 裕史 （代理) 建設業務課⻑ 岡本 直樹
和気町 産業建設部⻑兼都市建設課⻑ ⻄本 幸司 ⻄本 幸司 web
早島町 建設課⻑ 安原 隆治 （代理）係⻑ 箱⽥ 祐介 web
⾥庄町 農林建設課⻑ ⼩寺 ⼤輔 ⼩寺 ⼤輔
⽮掛町 建設課⻑ 渡邉 孝⼀ （代理）主幹 ⼤島 基宏 web
新庄村 産業建設課⻑ 藤井 教司 ⽋席
鏡野町 建設課⻑ 岩佐 誠⼰ （代理）課⻑代理 岩⾕ 宣幸 web
勝央町 産業建設部総括参事 安東 弘昌 安東 弘昌 web
奈義町 地域整備課⻑ 江⾒ ⻯⼀ （代理）副参事 ⼩⽥ 博章 web
⻄粟倉村 建設課⻑ 佐藤 理 佐藤 理 web
久⽶南町 建設⽔道課⻑ 横満 佳明 横満 佳明 web
美咲町 建設課⻑ 前⽥ 有輝 （代理）副課⻑ ⼤釜 実⾏ web
吉備中央町 建設課⻑ ⼤⽉ 豊 （代理）建設課 主任 ⼩⾕ 条治 web
国⼟交通省中国地⽅整備局 中国技術事務所⻑ 近藤 弘嗣 （代理）維持管理技術課⻑ 三浦 道⼈ web
国⼟交通省中国地⽅整備局 中国道路メンテナンスセンター⻑ 畑中 稔 畑中 稔
公益財団法⼈岡⼭県建設技術センター 技術第⼀課⻑ 原 泰秀 原 泰秀

（随⾏）主任 蒲本 章司
国⼟交通省中国地⽅整備局 道路部 地域道路調整官 ⼭本 俊彦 ⼭本 俊彦
国⼟交通省中国地⽅整備局 道路部 道路保全企画官 ⻄岡 寿雄 ⻄岡 寿雄
国⼟交通省中国地⽅整備局 岡⼭国道事務所 統括保全対策官 波⼾ 秀浩

管理第⼆課 保全対策官 ⼭本 賢
管理第⼆課 管理第三係⻑ ⼤野 滉貴

岡⼭県⼟⽊部 道路建設課 総括副参事 中桐 恒明
主任 藤原 達明
主任 武本 欣也
総括副参事 ⽟⽊ 敦
主任 中越 智紀

岡⼭県⼟⽊部 道路整備課 総括副参事 藤元 良⼆
主幹 ⻄⼭ 貴⼠

岡⼭市都市整備局 道路港湾管理課 課⻑補佐 岡村 満
副主査 畑⼭ 明也

岡⼭市都市整備局 道路予防保全課 道路予防保全課⻑補佐 増永 哲
道路予防保全課 主査 池⽥ 孝志

⻄⽇本⾼速道路株式会社中国⽀社 岡⼭⾼速道路事務所 統括課 統括課⻑ 中⾕ 隆⾏
国⼟交通省中国地⽅整備局 道路部 地域道路課 課⻑補佐 川本 暁 web

道路構造保全官 ⼭本 順也
道路構造保全官 板⾕ ⾏順

国⼟交通省中国地⽅整備局 中国道路メンテナンスセンター 保全対策官 三⾕ 将⼤ web
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（代理）参与

（財）岡山県建設技術センター
技術第一課長

赤磐市
建設事業部長

国土交通省
道路部　地域道路調整官

浅口市
産業建設部長
（代理）建設業務課長

本州四国高速道路株式会社
坂出管理センター所長

国土交通省
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岡山県道路メンテナンス会議規約

（名 称）

第１条 本会議は、「岡山県道路メンテナンス会議」（以下「会議」という。）と称する。

（目 的）

第２条 会議は、道路法（昭和27年法律第180号）第２８条の２に規定の「協議会」に位

置付けるものとし、岡山県内の道路管理を計画的、効率的に行うため、各道路管理者が

相互に連絡調整等を行うことにより、道路施設等の予防保全・老朽化対策の強化等を図

ることを目的とする。

（協議事項）

第３条 会議は、前条の目的を達成するため、次の事項について協議する。

一 道路施設の維持管理等に係る情報共有・情報発信に関すること。

二 道路施設の点検、修繕計画等の把握・調整に関すること。

三 道路施設の技術基準類、健全性の診断、技術的支援等に関すること。

四 その他道路の管理に関連し会長が妥当と認めた事項

（組 織）

第４条 会議は、別表１に掲げる、岡山県内における高速自動車国道、一般国道、県道及

び市町村道の各道路管理者等で組織する。

２ 会議には、会長及び副会長５名を置くものとし、会長は国土交通省中国地方整備局岡

山国道事務所長、副会長は岡山県土木部道路建設課長、同道路整備課長、岡山市都市整

備局道路部道路港湾管理課長、同道路予防保全課長及び西日本高速道路株式会社中国支

社岡山高速道路事務所長とする。

３ 会長に事故等あるときは、副会長がその職務を代行する。

４ 会長は、個別課題等についての検討・調整を行うため、専門部会を設置することがで

きる。

５ 会議には、高速自動車国道、一般国道、県道及び市町村道の各道路管理者からなる幹

事会を置くものとし、構成は別表２のとおりとする。

６ 道路施設等の不具合発生時等における技術的な助言、専門的な研究機関等への技術相

談の窓口を、国土交通省中国地方整備局岡山国道事務所に置く。

（会議の運営）

第５条 会議は、必要に応じて会長が招集し、運営する。

２ 会議には、必要に応じて、会長が指名する者の出席を求めることができる。

（幹事会）

第６条 幹事会は、必要に応じて幹事長が招集し、次の事項について調整する。

一 会議の運営全般についての補助、会員相互の連絡調整に関すること。

二 会議における議題の調整に関すること。

三 その他会議の運営に際し必要となる事項の調整に関すること。
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（事務局）

第７条 会議の事務局は、国土交通省中国地方整備局岡山国道事務所計画課、同管理第二

課、岡山県土木部道路建設課、同道路整備課、岡山市都市整備局道路部道路港湾管理課、

同道路予防保全課及び西日本高速道路株式会社中国支社岡山高速道路事務所統括課に置

く。

（規約の改正）

第８条 本規約の改正等は、会議の審議・承認を得て行う。

（その他）

第９条 本規約に定めるもののほか必要な事項は、その都度協議して定める。

（附 則）

本規約は、平成２６年５月１６日から施行する。

平成２７年６月５日 改正

平成２８年７月８日 改正

平成２９年７月６日 改正

平成３０年３月１９日 改正

平成３１年３月２５日 改正

令和元年８月７日 改正

令和２年９月２５日 改定

令和３年８月２７日 改定

令和４年９月２９日 別表１及び別表２改正

令和５年９月２５日 別表１及び別表２改正

令和６年９月２７日 別表１及び別表２改正
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別表１

組　織　名 役　職

会長 国土交通省中国地方整備局 岡山国道事務所長

副会長 岡山県土木部 道路建設課長

副会長 岡山県土木部 道路整備課長

副会長 岡山市都市整備局道路部 道路港湾管理課長

副会長 岡山市都市整備局道路部 道路予防保全課長

副会長 西日本高速道路株式会社中国支社 岡山高速道路事務所長

本州四国連絡高速道路株式会社 坂出管理センター所長

倉敷市 土木部長

津山市 都市建設部長

玉野市 建設部長

笠岡市 建設部長

井原市 建設経済部長

総社市 建設部長

高梁市 土木部長

新見市 建設部長

備前市 産業建設部長

瀬戸内市 産業建設部長

赤磐市 建設事業部長

真庭市 建設部長

美作市 都市整備部長

浅口市 産業建設部長

和気町 産業建設部長兼都市建設課長

早島町 建設課長

里庄町 農林建設課長

矢掛町 建設課長

新庄村 副村長兼務産業建設課長

鏡野町 建設課長

勝央町 産業建設部総括参事

奈義町 地域整備課長

西粟倉村 建設課長

久米南町 建設水道課長

美咲町 建設課長

吉備中央町 建設課長

国土交通省中国地方整備局 中国技術事務所長

国土交通省中国地方整備局 中国道路メンテナンスセンター長

公益財団法人岡山県建設技術センター 技術第一課長

国土交通省中国地方整備局　道路部 地域道路調整官

国土交通省中国地方整備局　道路部 道路保全企画官

岡山県・道路メンテナンス会議　名簿

オブザーバー

事務局

国土交通省中国地方整備局　岡山国道事務所　計画課・管理第二課

岡山県土木部　道路建設課

岡山県土木部　道路整備課

岡山市都市整備局道路部　道路港湾管理課

西日本高速道路株式会社中国支社　岡山高速道路事務所　統括課

岡山市都市整備局道路部　道路予防保全課
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別表２

所　属 役　職

幹事長 国土交通省中国地方整備局岡山国道事務所 総括保全対策官

副幹事長 岡山県土木部道路建設課 参事

副幹事長 岡山県土木部道路整備課 総括副参事

副幹事長 岡山市都市整備局道路部道路港湾管理課 課長補佐

副幹事長 岡山市都市整備局道路部道路予防保全課 課長補佐

副幹事長 西日本高速道路株式会社中国支社　岡山高速道路事務所 副所長

国土交通省中国地方整備局道路部 地域道路課長

国土交通省中国地方整備局道路部 道路構造保全官

本州四国連絡高速道路株式会社　坂出管理センター 副所長

倉敷市 土木課長

津山市 土木課長

玉野市 土木課長

笠岡市 建設管理課長

井原市 建設課長

総社市 地域応援課長

高梁市 建設課長

新見市 建設課長

備前市 建設課長

瀬戸内市 建設課長

赤磐市 建設課長

真庭市 建設課長

美作市 建設課長

浅口市 建設業務課長

和気町 都市建設課長補佐

早島町 建設課　係長

里庄町 農林建設課長

矢掛町 建設課長

新庄村 副村長兼務産業建設課長

鏡野町 建設課長

勝央町 産業建設部参事補

奈義町 地域整備課長

西粟倉村 建設課長

久米南町 建設水道課長

美咲町 建設課長

吉備中央町 建設課長

国土交通省中国地方整備局中国技術事務所 副所長

国土交通省中国地方整備局中国道路メンテナンスセンター 技術課長

岡山県・道路メンテナンス会議　幹事会名簿

事務局

国土交通省中国地方整備局　岡山国道事務所　計画課・管理第二課

岡山県土木部　道路建設課

岡山県土木部　道路整備課

岡山市都市整備局道路部　道路港湾管理課

西日本高速道路株式会社中国支社　岡山高速道路事務所　統括課

岡山市都市整備局道路部　道路予防保全課
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 令和７年度 予算概要

道路保全企画Gからの連絡事項
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令和７年度道路関係予算総括表

令和７年度 道路関係予算概要(R7.1） 抜粋8



公共事業関係費（政府全体）の推移

令和７年度 道路関係予算概要（R7.1） 抜粋9



道路関係直轄予算の推移

令和７年度 道路関係予算概要（R7.1） 抜粋10



令和７年度 主要施策の基本方針

令和７年度 道路関係予算概要（R7.1） 抜粋11



令和７年度 道路関係予算概要（予防保全型メンテナンスへの本格転換）

令和７年度 道路関係予算概要（R7.1） 抜粋12



令和７年度 道路関係予算概要（予防保全型メンテナンスへの本格転換）

令和７年度 道路関係予算概要（R7.1） 抜粋13



令和７年度 道路関係予算概要（予防保全型メンテナンスへの本格転換）

令和７年度 道路関係予算概要（R7.1） 抜粋14



令和７年度 道路関係予算概要（予防保全型メンテナンスへの本格転換）

令和７年度 道路関係予算概要（R7.1） 抜粋15



令和７年度 道路関係予算概要（予防保全型メンテナンスへの本格転換）

令和７年度 道路関係予算概要（R7.1） 抜粋16



令和７年度 道路関係予算概要（道路システムのＤＸ）

令和７年度 道路関係予算概要（R7.1） 抜粋17



令和７年度 道路関係予算概要（道路システムのＤＸ）

令和７年度 道路関係予算概要（R7.1） 抜粋18



【参考】防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策

令和７年度 道路関係予算概要（R7.1） 抜粋19



～橋梁点検における点検支援技術活用事例～
番号 点検⽀援技術 従来点検 橋種 対象部位 番号 点検⽀援技術 従来点検 橋種 対象部位

① 点検ロボットカメラ 橋梁点検⾞ ＰＣプレテンＴ桁 主桁・床版 ㊳ ⼩型ドローン ロープ ＰＣラーメン 橋脚

② 点検ロボットカメラ リフト⾞＋ロープ ＰＣポステン床版 主桁・床版 ㊴ ⼩型ドローン ロープ ＰＣラーメン 橋脚

③ 点検ロボットカメラ 橋梁点検⾞ 鋼単純合成鈑桁 主桁・床版 ㊵ ⼩型ドローン ロープ ＰＣラーメン 橋脚

④ 点検ロボットカメラ 橋梁点検⾞ ＰＣプレテンＴ桁 主桁・床版 ㊶ ⼩型ドローン+AI解析 橋梁点検⾞ 鋼連続鈑桁 床版

⑤ 点検ロボットカメラ 橋梁点検⾞ ＰＣプレテン床版 主桁 ㊷ ⼩型ドローン+AI解析 橋梁点検⾞ 鋼連続⾮合成箱桁 床版、橋脚

⑥ 点検ロボットカメラ 橋梁点検⾞ 鋼⾮合成Ｈ桁 主桁・床版 ㊸ ⼩型ドローン+AI解析 橋梁点検⾞ 鋼連続鈑桁 上部⼯・下部⼯

⑦ 点検ロボットカメラ 橋梁点検⾞ 鋼単純合成鈑桁 上部⼯・下部⼯・⽀承等 ㊹ ⼩型ドローン+AI解析 橋梁点検⾞ ＰＣ⽅杖ラーメン 上部⼯・下部⼯

⑧ 点検ロボットカメラ 梯⼦ ＰＣラーメン 橋脚 ㊺ ⼩型ドローン+AI解析 橋梁点検⾞ 鋼床版箱桁 橋脚・梁部

⑨ 点検ロボットカメラ 梯⼦ ＰＣラーメン 橋脚 ㊻ ⼩型ドローン+AI解析 橋梁点検⾞ 鋼連続⾮合成鈑桁 主桁、横桁、床版、橋脚

⑩ 点検ロボットカメラ 梯⼦ ＰＣラーメン 橋脚 ㊼ ⼩型ドローン+AI解析 橋梁点検⾞ 鋼連続⾮合成鈑桁 主桁、横桁、床版、下部⼯

⑪ 点検ロボットカメラ 梯⼦ ＰＣラーメン 橋脚 ㊽ ⼩型ドローン+AI解析 橋梁点検⾞ 鋼連続⾮合成鈑桁 主桁、横桁、床版、下部⼯

⑫ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ 鋼連続⾮合成鈑桁 上部⼯ ㊾ ⼩型ドローン+AI解析 橋梁点検⾞ PCラーメン箱、PCコンポ 主桁、横桁、床版、下部⼯

⑬ ⼩型ドローン ロープ ＰＣポステンＴ桁 主桁・床版・⽀承 ㊿ ⼩型ドローン+AI解析 橋梁点検⾞ 鋼連続合成少数鈑桁 橋脚

⑭ ⼩型ドローン ロープ 鋼単純合成鈑桁 橋脚・橋台 51 ⼩型ドローン+AI解析 橋梁点検⾞ ＰＣポステンＴ桁 上部⼯

⑮ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ ＰＣポステンＴ桁 上部⼯・下部⼯ 52 ⼩型ドローン+AI解析 ロープ ＰＣ箱桁 下部⼯

⑯ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ ＰＣポステンＴ桁 上部⼯・下部⼯ 53 ⼩型ドローン+AI解析 ロープ ＰＣ箱桁 下部⼯

⑰ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ ＰＣポステンＴ桁 上部⼯・下部⼯ 54 ⼩型ドローン+点群取得 橋梁点検⾞ ＰＣコンポ 下部⼯（斜⾯形状の取得）

⑱ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ ＰＣ波形ウェブ箱桁 上部⼯ 55 ⼩型ドローン+吊下⽬視 橋梁点検⾞ 鋼⾮合成箱桁 上部⼯・下部⼯

⑲ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ 鋼連続⾮合成鈑桁 上部⼯・下部⼯ 56 Ｊシステム(⾚外線） ロープ 鋼連続⾮合成鈑桁 床版、地覆、下部⼯

⑳ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ 鋼連続合成少数Ｉ桁 上部⼯・下部⼯ 57 Ｊシステム(⾚外線） リフト⾞ ＰＣプレテンＴ桁 主桁、床版、地覆

㉑ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ 鋼単純合成鈑桁 上部⼯・下部⼯ 58 Ｊシステム(⾚外線） 橋梁点検⾞ 鋼連続箱桁 壁⾼欄

㉒ ⼩型ドローン ロープ 鋼連続⾮合成少数鈑桁 下部⼯ 59 Ｊシステム(⾚外線） 橋梁点検⾞ 鋼連続床版箱桁 地覆

㉓ ⼩型ドローン 単管⾜場 ＰＣポステン箱桁 主桁 60 床版上⾯の損傷判定 点検ハンマー 鋼単純合成鈑桁 床版上⾯

㉔ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ 鋼連続⾮合成箱桁 上部⼯・下部⼯ 61 マルチビーム測探機搭載ボート 潜⽔⼠ 鋼連続ダブルデッキトラス 基礎

㉕ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ 鋼単純⾮合成鈑桁 上部⼯・下部⼯ 62 マルチビーム測探機搭載ボート 潜⽔⼠ 鋼連続⾮合成箱桁 基礎

㉖ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ 鋼単純合成少数鈑桁 上部⼯・下部⼯ 63 マルチビーム測探機搭載ボート 潜⽔⼠ ＰＣ箱桁 基礎

㉗ ⼩型ドローン ロープ 鋼⾮合成箱桁 主桁・床版他 64 ⽔中ドローン 潜⽔⼠ 鋼単純合成鈑桁 橋脚、基礎

㉘ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞＋リフト⾞ 連続ＲＣ中空床版 上部⼯・下部⼯ 65 ⽔中３Ｄスキャナ ⽔中カメラ ＰＣポステンＴ桁 基礎

㉙ ⼩型ドローン ロープ 鋼単純⾮合成H桁 上部⼯・下部⼯ 66 ⽔中３Ｄスキャナ ⽔中カメラ 鋼単純合成鈑桁 基礎

㉚ ⼩型ドローン ロープ 鋼連続⼩数鈑桁 下部⼯ 67 ＭＣＳロボット 近接⽬視 ＲＣ溝橋 上部⼯・下部⼯

㉛ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ ＰＣプレテンＴ桁 上部⼯・下部⼯ 68 ＲＡＮＳ-μ ドリル法 ＲＣ中実床版 上部⼯

㉜ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ 鋼連続⾮合成鈑桁 上部⼯・下部⼯ 69 塩分センサ コア採取 ＲＣ床版 上部⼯

㉝ ⼩型ドローン フロート台船 鋼単純⾮合成鈑桁 主桁、横桁、床版等 70 ⽔陸両⽤ロボット 船上（近接） 溝（BOXカルバート） 主桁・竪壁

㉞ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ 鋼単純⾮合成鈑桁 主桁、横桁、床版等 71 デジカメ＋AI解析（オルソ） クラックスケール等 ＰＣプレテンホロー桁 主桁・床版

㉟ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ 鋼連続⾮合成鈑桁 主桁、横桁、床版等 72 デジカメ＋AI解析（オルソ） リフト⾞ 溝（ＢＯＸカルバート） 頂版・側壁

㊱ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ 鋼連続⾮合成鈑桁 主桁、横桁、床版等 73 Ｋ-Trace 梯⼦（近接） 鋼合成鈑桁 床版

㊲ ⼩型ドローン ロープ ＰＣラーメン 橋脚
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～トンネル・附属物等点検における点検支援技術活用事例～

NO 施設 延長等 対象部位 点検支援技術の分類 技術名 登録番号 効果

① トンネル 572m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 走行型高速3Dトンネル点検システムMIMM-R(ﾐｰﾑ･ｱｰﾙ)/MIMM(ﾐｰﾑ) TN010006－V0423 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

② トンネル 555m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 走行型高速3Dトンネル点検システムMIMM-R(ﾐｰﾑ･ｱｰﾙ)/MIMM(ﾐｰﾑ) TN010006－V0423 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

③ トンネル 1,199m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 走行型高速3Dトンネル点検システムMIMM-R(ﾐｰﾑ･ｱｰﾙ)/MIMM(ﾐｰﾑ) TN010006－V0423 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

④ トンネル 266m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 走行型高速3Dトンネル点検システムMIMM-R(ﾐｰﾑ･ｱｰﾙ)/MIMM(ﾐｰﾑ) TN010006－V0423 コスト増加、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑤ トンネル 3,746m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 走行型高速3Dトンネル点検システムMIMM-R(ﾐｰﾑ･ｱｰﾙ)/MIMM(ﾐｰﾑ) TN010006－V0423 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑥ トンネル 317m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 走行型高速3Dトンネル点検システムMIMM-R(ﾐｰﾑ･ｱｰﾙ)/MIMM(ﾐｰﾑ) TN010006－V0423 コスト増加、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑦ トンネル 815m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑧ トンネル 551m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑨ トンネル 926m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑩ トンネル 726m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑪ トンネル 116m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑫ トンネル 784m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑬ トンネル 2392m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑭ トンネル 543m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑮ トンネル 1,000m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑯ トンネル 506m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑰ トンネル 147m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑱ トンネル 152m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑲ トンネル 658m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑳ トンネル 1,172m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

㉑ トンネル 860m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

㉒ トンネル 497m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

㉓ トンネル 983m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

㉔ トンネル 305m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

㉕ トンネル 96m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

㉖ トンネル 715m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

㉗ トンネル 745m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

㉘ 大型ボックスカルバート 38.4m 頂版 画像計測技術 橋梁等構造物の点検ロボットカメラ BR010019-V0524 コスト縮減、工期短縮、安全性向上

㉙ 大型ボックスカルバート 26.0m 内空（頂版・側壁・継手） 画像計測技術 軽車両搭載型トンネル点検支援システム（MIMM-S） TN010017－V0123 コスト増加、工期短縮、精度向上

㉚ 標識・照明 34基 支柱基部 非破壊検査技術 POLE　SCANNER　ぐる探 NETIS：KK-150069-VE コスト縮減、工期短縮、安全性向上

㉛ 標識・照明 28基 支柱基部 非破壊検査技術 鋼製支柱の変状検査システム「JTM-11」 NETIS：CB-220036-A コスト縮減、工期短縮、安全性向上

㉜ 標識・照明 20基 支柱基部 非破壊検査技術 鋼製支柱の変状検査システム「JTM-11」 NETIS：CB-220036-A コスト縮減、工期短縮、安全性向上

㉝ 舗装 2.0km ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
ひび割れ・わだち掘れ
量・IRI

車載簡易装置による道路点検 システムGLOCAL-EYEZ
PA010009-V0022
NETIS：KK-230048-A

コスト縮減、工期短縮

＊①②③は、３トンネルで同時期に点検支援技術を活用 合計延長：２，２３６ｍ

＊④⑥は１トンネルで点検支援技術を活用

＊⑤は４トンネル同時期に点検支援技術を活用 合計延長：３，７４６ｍ
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自治体支援の取り組み

■ 令和６年度 研修・講習会等の実績

主催 研修・講習会名 開催⽇ 開催場所 参加⼈数

1
岡⼭県道路メンテナンス会議事務局
（岡⼭国道事務所）

新定期点検要領説明会 R6.5.28 岡⼭県庁 ８７⼈

2 中国道路メンテナンスセンター 橋梁管理実務者講習会 R6.5〜R6.9 ＷＥＢ講習会 １２９⼈

3 中国道路メンテナンスセンター 橋梁管理実務者Ⅰ研修 R6.9 中国技術事務所研修所 実施中

4 中国道路メンテナンスセンター 橋梁管理実務者Ⅰ研修
R6.7.8〜7.12
R6.9.30〜10.4

中国技術事務所研修所 ３４⼈

5 中国道路メンテナンスセンター 橋梁管理実務者Ⅱ研修 R6.10.21〜R6.10.25 中国技術事務所研修所 ８⼈

6
岡⼭県道路メンテナンス会議事務局
（岡⼭国道事務所）

点検⽀援技術現場勉強会 R6.11.19 国道２号備前⼤橋
１７⼈

（５⾃治体）

7
岡⼭県道路メンテナンス会議事務局
（岡⼭国道事務所）

道路橋梁保全の基礎講座（勉強会）
R6.12.25
R7.1.14
R7.1.23

岡⼭国道事務所
５１⼈

（１０⾃治体）

8 岡⼭県 道路構造物の点検と対策（基礎）講座 R6.6.18 技術センター
１０⼈

（１⾃治体）

9 岡⼭県 橋梁保全に関する講習会
R6.7.2
R6.7.3

R6.7.2 会場：技術センター
R6.7.3 現地

６４⼈
（７⾃治体）

10 岡⼭県 岡⼭県橋梁保全実践講座
R6.11.1
R6.11.7
R6.11.8

岡⼭市、倉敷市、津⼭市
３５⼈

（１５⾃治体）

11 岡⼭県 道路メンテナンスミーティング R7.2 技術センター
２７⼈

（２０⾃治体）
23



自治体支援の取り組み（令和６年度の取組状況）

■ 点検支援技術現場勉強会

○日時：令和６年１１月１９日（火）１３：３０～１５：３０

○場所：国道２号備前大橋

○参加者：１７人（国、自治体職員） 【５自治体】

○概要：実際に点検支援技術による点検を行い体験することで、点検支援技術の流れ、活用効果の知識を習得する。

○点検支援技術：点検ﾛﾎﾞｯﾄｶﾒﾗによる点検、ｽﾏｰﾄﾌｫﾝと360°ｶﾒﾗによる点検、水中3Dｽｷｬﾅｰによる橋脚洗堀調査

○受講者からの意見・感想

・資料で見ることはあっても実際に触れる経験はなかったので有意義であった。

・直下が用水路で桁下空間が狭い箇所等において、紹介のあった新技術を応用して活用したい。

・初めて最近の点検技術を見れ、思っていた以上に容易かつ鮮明であることがわかりました。

▲ｽﾏｰﾄﾌｫﾝと360°ｶﾒﾗによる点検 ▲水中3Dｽｷｬﾅｰによる橋脚洗堀調査
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場 所：岡山国道事務所 会議室
開催日：（第１回）R6.12.25 参加者：２１名 【６自治体】

（第２回）R7. 1.14 参加者：１９名 【６自治体】
（第３回）R7. 1.23 参加者：１１名 【５自治体】
※当初、第２回R7.1.10、第３回R7.1.14開催予定。R7.1.10大雪注意報防災体制のため中止・玉突き順延。

○目的

道路橋梁保全を担当する岡山県道路メンテナンス会議構成機関の若手職員を対象に、
点検から補修設計にかかる基礎的講義を行い、橋梁保全のＰＤＣＡ実施に必要な知識習得を図る。

第１回「橋梁の損傷、診断事例および劣化現象の基礎知識」、第２回「詳細調査および劣化・損傷原因推定および補修要否の判定」、
第３回「鋼橋・コンクリート橋における補修・補強工法事例」をテーマとして、３回に渡って道路橋梁保全の講義を実施。
→経験乏しい若手職員や初めて橋梁保全を担当する職員に対して、橋梁保全全般にかかる一連の基礎的事項講義により技術力向上に寄与

○講義内容

○実施日・参加者

・知らないことだらけだったので、とても勉強になった。
・点検時の着目点など色々と知ることができた。
・損傷の種類を知ることができた。損傷の原因についても知れたため、対策の検討に役立てそう。
・損傷原因を推定していく実例が非常にわかりやすかった。

○受講者からの意見・感想

■道路橋梁保全の基礎講座（勉強会）

自治体支援の取り組み（令和６年度の取組状況）
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○目的

自治体職員を対象に、小規模な橋梁を中心に、直営点検の実施に資する現場実習を核とした実践的な講座を開催し、技術力向上を図るもの。

・市町村管理橋梁を題材に、現場で実際の施設を見ながら点検のポイント等について研修を行う。
→直営点検の実施及び点検業者に対し監督する立場となる自治体職員の技術力向上に寄与

○実習内容

○実施日・参加者

・現地での点検作業から点検後のシステム入力作業まで実務の流れを経験することができた。
・初めて橋梁点検を行ったが、説明は分かりやすく理解しながら進めることができた。
・今まで独学であった岡山県橋梁管理システムの操作方法がきちんと理解することができた。

○受講者からの意見・感想

■岡山県橋梁保全実践講座

自治体支援の取り組み（令和６年度の取組状況）

開催日：R6.11.1 会場：岡山市【参加者：市町村14人（6自治体）】
：R6.11.7 会場：倉敷市【参加者：市町村14人（8自治体）】
：R6.11.8 会場：津山市【参加者：市町村7人（4自治体）】
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■ 令和７年度 研修・講習会等の予定

自治体支援の取り組み

主催 研修・講習会名 開催⽇ 開催場所
参加⼈数
（予定）

研修⽬的・概要 備考

1 中国道路メンテナンスセンター 橋梁管理実務者講習会 R7.1〜R7.9 ＷＥＢ講習会 無制限

補修補強の原理の成⽴性、⼯法選定の原則、基本的な補修補
強⽅法の考え⽅など基礎的な知識を習得し、代表的な補修補
強の対策事例から⾒る留意事項などを理解することで、補修
補強対策を実施する際に、適切な応⽤が出来る技術者として
の知識を習得する。

2 中国道路メンテナンスセンター ＶＲを活⽤した橋梁点検講習会 上半期 岡⼭国道事務所 １０名程度 ＶＲ技術を活⽤し、橋梁点検技術を学習する。
申し込み⼈数が多数の場合複数会
実施や個別⾃治体での対応可

3 中国道路メンテナンスセンター 橋梁管理実務者Ⅰ研修
R7.7
R7.9

中国技術事務所研修所 ２０名程度
⾃治体職員の技術⼒育成のため、点検要領に基づく点検に必
要な知識・技能等を習得するための研修

実施時期は未定ですがR6と近い
時期での開催を予定

4 中国道路メンテナンスセンター 橋梁管理実務者Ⅱ研修 R7.10 中国技術事務所研修所 ２０名程度

補修補強の原理の成⽴性、⼯法選定の原則、基本的な補修補
強⽅法の考え⽅など基礎的な知識を習得し、代表的な補修補
強の対策事例から⾒る留意事項などを理解することで、補修
補強対策を実施する際に、適切な応⽤が出来る技術者として
の知識を習得する。

実施時期は未定ですがR6と近い
時期での開催を予定

5 中国道路メンテナンスセンター 新点検要領講習会 随時 各⾃治体等 要調整

新点検要領の様式の記載に特化した講習会。現地を確認した
のち、班でディスカッションし、新点検要領での点検様式作
成する。新点検要領への理解を深めてもらうことを⽬的とし
た講習会。

各⾃治体等の要望に応じて実施

6
岡⼭県道路メンテナンス会議事務局
（岡⼭国道事務所） 点検⽀援技術現場勉強会

R7.9〜11
（３地区予定） 岡⼭国道事務所 無制限

現地にて点検⽀援技術活⽤状況を紹介し、⾃治体における活
⽤推進を図る。

7
岡⼭県道路メンテナンス会議事務局
（岡⼭国道事務所） 道路橋梁保全の基礎講座（勉強会） R7.7〜8 岡⼭国道事務所 無制限 橋梁を対象に点検や補修のための基礎知識を習得する。

8 岡⼭県 道路構造物の点検と対策（基礎）講座 R7.6 技術センター １０⼈
道路構造物を対象に点検や予防保全のための知識を習得す
る。

9 岡⼭県 橋梁保全に関する講習会 R7.7 技術センター ４０⼈ 橋梁を対象に点検や予防保全のための知識を習得する。

10 岡⼭県 岡⼭県橋梁保全実践講座 R7.10 ３０⼈
⼩規模な橋梁を中⼼に、直営点検の実施に資する現場実習を
核とした実践的な講座を開催することにより技術⼒の向上を
図る。

11 岡⼭県 道路メンテナンスミーティング R8.2 技術センター ４０⼈

橋梁等の道路施設のメンテナンスを⾏っていく中で、苦慮し
ている事案等について、県・各市町村の担当職員が意⾒を出
し合いながら⽅向性等の検討を⾏うことにより道路メンテナ
ンスに関する技術⼒の向上を図る。
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